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＜連絡事項＞

· 広報委員より：ふれあい祭りにて、バザー出品できる物があれば提供お願いします。

· 8月20日、23日で、ローテーション研修者1名来所。山田益美さん（介護福祉士）。

＜デイナイトケア事例検討＞

倉石　ヨシエ様（51）女性　主病名：統合失調症

利用開始日：平成13年10月19日（8年9ヶ月）

治療計画　①高齢による下半身の体力低下を防止する為に運動プログラム等で下半身を強化するように実施する。

②テーブルに伏せて居眠りされている時間を少なくできるように声掛けを行っていき生活リズムの乱れを防止していく。

検討内容　治療計画内容見直し

本人の様子
①に関して：バランスを崩し、後方や側方によろけ、制止できずにいること見られる。転倒の危険性も考えられる状態。青風荘にて外出の際には、杖使用されている。青風荘の朝のプログラム実施後、デイナイトケア利用された際に、ぐったりとしていることが見られる。本人様はラジオ体操を行ったと話されている。青陽館での運動プログラムは、拒否する事や、動作が小さいことが見られている。

②に関して：日中テーブルに伏して寝ていることは依然見られている。本人は、夜も寝れているから大丈夫だと話されている。青風荘では、21時には就床されており、睡眠状態には問題見られていない。

その他　　：食事面で、義歯の装着を拒み、歯がないために、硬いものや繊維質の食品が入ったおかずを食べない事が見られていた。給食メニューの中で、食べれない食品だけを取り除くと、おかずを食べることが観察されている。

検討結果　①継続：日常生活上の、現在行えている動作を減らさないように日々関わっていく。

バランスを崩すことは、筋力低下以外にも様々な要因が背景に考えられる。身体的な疾患を有していないかも考えていく必要あり。

動作の小さいことは、円背による肢位から必然的にそうなっている部分もあると考えられる。本人様の肢位を考え、無理のない範囲で運動を促すようにすることが必要。

青陽館内での杖使用を促していく。

＜事業進捗報告＞

・プログラム担当：各プログラムテキスト完成。デイナイトケアの入浴介助に入るスタッフを明確にプログラム表に記載し、利用者様対応とプログラム運営に支障が出ないように段取っていく。また、実施場所も明確に記載していく。

・環境整備担当　：8月23日の施設巡視に向けて、環境整備不足な点がないか確認していく。

前回指摘事項である、キッチン周辺のほこりや汚れ、クモの巣取りは継続実施していく。

・書式改善担当　：9月15日までに、ケアマネジメント書式に従って、各担当利用者様の面談を終了させること。

＜利用者様情報＞

小野寺　文明様～近況報告に来所している。夏バテ気味でトマトしか食べることが出来なかった時期があり、体重減少（6月56kg⇒52kg）みられている。友人と外出はしていると話す。用事がある時に兄様に草むしりを頼まれイライラし、布団を蹴ることがあったとのこと。忙しかったのであれば、後で行う旨を伝えればよかったのではないかと説明している。

森　彩子　様　～昨日、社会福祉協議会の間山様より連絡があり、本人様が昨日八戸赤十字病院を退院した旨の報告あり。後日、本人より連絡があるとのこと。

淡路　智恵子様～本人より、欠席の連絡あり。体温36.9℃で、倦怠感や咳があり体調が悪い為様子を見たいとのこと。月曜日までに風邪症状が改善されなければ、再度受診するよう担当医に昨日の診察の際に説明されたと話されている。

中居　松男　様～「やる気が起きない。もう駄目だ」「眠剤飲むと朝起きれないし、眠すぎて怖いんだよ」と訴えており、プログラム参加にも消極的。表情の冴えなさみられている。担当医にも、現在の自分の気持ちを伝えているのかと確認するとまだであると話されているため、自分の思っていることは伝えるよう説明している。

稲垣　ふき　様～SSTのプログラム中にメンバーやスタッフに対し表情硬くして「字が小さい。もっと大きく書きなさいよ」「何でスタッフが2人もいるのよ。1人で良いわよ」と強い口調で話されている。スタッフより声掛けを行うが改善されずにいる。夕方、腹部を抑えて「ここが痛くてイライラして、座ってられない」と話され、スタッフと食事準備を行う事でイライラ感が消失されている。

前野　義勝　様～昨日ハローワークへ行くと話していたが、自宅の整理を行なっており外出しなかったと報告される。現在の幸房の様子について、「短時間での仕事が自分には丁度良い」と話されており、強い疲労感や緊張、不満などは無く仕事をする事が出来ているとの事。また、スタッフに対して「スタッフも仕事だから敢えて厳しく接して指導している事が分かった」と、スタッフへの視点が変わった事を報告されている。

＜外来情報＞

久慈　邦雄様～少し疲れやすいとの事。近所での噂話は聞こえないと話している。

上久保善郎様～草刈が忙しいと報告されている。

鹿原　博夫様～お盆中は実家から煮しめを貰ったと報告される。

中居美津子様～実家に帰る時にストーカーが3人ついてきたと訴えている。

長瀬紘一郎様～8/14～15は実家帰省したとの事。9/3平和病院受診予定と話す。

鈴木恵美子様～のどの痛みを訴えており、体温36.6℃。トローチとPLが5日分処方となっている。採血の結果血糖85mg／dl、HbA1c6.1となっている。食事療法を継続するよう指示あり。

中居　松男様～夜はなんとか眠れているとの事。5時に目が醒めると話し、「もう少し寝ていたい」と希望聞かれている。

小野寺文明様～通所に来てアンケートを行ってきたと報告される。自宅の手伝いはたまにしていると話す。

船場　幸子様～めまいは時々あるとの事。あすなろ交流会には参加すると話す。

細越　定生様～眠気を訴えており、眠剤が減薬となっている。採血・尿検査実施し、尿糖（－）、尿タンパク（2+）となっている。

前野　義勝様～本人が書いたレポートを見せており、「どうしたらいいのか？」と話されている。スタッフから指摘されていたことについて、ミスとは思っていなかったと話している。今は掃除をしており、良く見せようとしているところがあったが、これからは自然体でやっていくとの事。
